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52 〝天気"63．10

正（気 ：20候情報 ７月の日本の天候)16年

2016年７月の日本の天

候」の「７月の気候統

「天気」63巻９号（737頁）に掲載された，「気候情報：

した．謹んでお詫びを申し上げますとともに，下記のとおり訂正いたしま

す．

（誤）

月降水量：北日本，西日本太平洋側ではかなり多く，西日本日本海側では多

計」の「月降水量」と「月間日照時間」の記述に誤りがあ

りま

訂

照時間：北日本日本海側，西日本では少なく，東日本日本海側，奄美・

沖縄では多かった．北・東日本太平洋側では平年並だった．

（正）

月降水量：北日本日本海側，沖縄・奄美で多かった．一方，北・東日本太平洋

側で少なかった．東日本日本海側，西日本で平年並だった．

月間日照時間：北日本日本海側，西日本，沖縄・奄美で多く，北日本太平洋

側，東日本で平年並だった．

かった．東日本では平年並，沖縄・奄美では少なかった．

月間日


